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W25b TES型X線マイクロカロリメータの開発 VI

—マッシュルーム形状スズメッキ吸収体の製作と性能評価—
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我々は次世代X線天文衛星搭載を目指し、TES型X線マイクロカロリメータの開発を行っている。X線天文
への応用を考えた場合、高いエネルギー分解能を実現することもさることながら、X線望遠鏡で集めたフォトン
を有効に検出すること、すなわち検出器の開口面積と検出効率を最大限に上げることが重要になってくる。前回
の年会において、我々はTi/Au 2層薄膜のTESカロリメータで 5.9 keVのX線に対し 6.6 eVのエネルギー分解
能を達成したことを報告した。しかし、この素子の X線吸収体 (0.3 µm 厚の金)のサイズは 300 µm ×300 µm
に過ぎず、サポート構造まで含めたカロリメータのサイズ (∼ 2 mm角)を考えると、開口効率、検出効率ともに
十分なものとはいえない。そこで、我々は 0.5 mmピッチ程度の比較的コンパクトな TESカロリメータの上に、
8 µm厚のスズを電析メッキで形成後、0.5 mm角に研磨、マッシュルーム状に残してX線吸収体とした素子を試
作した (2001年秋の年会)。今回、犠牲層を構成するポリマーの材質や研磨方法を吟味することでほぼ完全なマッ
シュルーム形状のスズメッキ吸収体の製作に成功したので報告する。この素子にX線を照射して性能の評価を行
なったところ、パルスにスズの準粒子の寿命に対応すると考えられる数 ms程度の長い時定数の成分が現れ、良
いエネルギー分解能を得ることはできなかった。今後、吸収体の材質を変えるなどの対策が必要かもしれない。


